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I.第 10回総会の開催―

の競 改善に関する懇談会
JA100WS)第 10回輛

日時:2001年 3月 30日 (金 )

場所1日本孝術会議2獣 会議室

出席者:50音順 鮨槍むつ子、伊藤セツ、岩井宜子、

奥村軒 、柏木恵子、加藤万里子、神長百合承 小林

和承 島田淳子、直捕 承 中島明子、中間書 、

中山栄子、長谷川真理子、馬場房子、原ひろ承 平木

典子、別府恵子(委イ壬状77)

議長 :鳥居淳子

次第

1.あいさつ

島田淳子会振≧ 」AICOWSと は何かについて、設立の

経緯と活動目的の説明をかねた挨拶があった。

原ひろ子会員 :日本搬 議会員としての立場から

第 18期の「 ジェンダー問題にかんする多角的検討特

別委員会」とそのワーキンググル‐―プの活動を中′らヽと

した報告をかねての挨拶があつた。

2.活動報告

(1薄務局のお茶の水女子大ジェンダ呵汗究センタ

ーから昭和女子大学女性文化研究所に移動(5/30)し、

事務センターをワールドプランニングヘ委託 (6/1,

7/18契約)した。

(2)役 員 会 を 5回 (2000.10/14,11/23,12/9

2001.3/16,3/30)開 催した。

(3臨聯 会 (総会としては第9回 10/14)を 開催

した。艦 会漏耐録はNewsletter No.6に 掲載した。

(4)4つの要望書を提出した。

・4/15 第18期に女性特委 (仮称)設置に関して

・4/15第 18期日本備 会員選挙に関して、登

録学会に吉川会長名で送った調査結果の期 ]公表に

ついて
。10/14女性特委 (仮称)設置について、10%まで

女性会員を増やすことの具体策について
。12/11 科学技術基本計画に対して

(4)新入会員の勧議を行つた。約 80名の新資格者に

対し30名が入会した。

(5)ニ ューズレター No.6(2000。 12.31)を 発行 し

た。ホームベージを加藤万里子氏の所でたちあげた。

(6)女性研究者の姓名アンケー トを実施した (2/16)

(7)公開シンポを他研連と共同主催し、ジェンダニ

特委・ワーキンググループに協力 した。

3.会計中間報告

会計報告は別鰺 照 (監杏の時期を遅らせた)

4.締 項

活動計画

(1)必要で効果的な要望書の提出

(2)日 本学術会議難 研究遭密委員、日本学術会議会

員へのアンケー トの勧

(3)シ ンポジウムの離

(4)常時ホームページでの広報

(5)ジ ェンダー特委・ワーキンググループヘの協力

(6)ニューズレターの発行

(7)その他

を行なうこととした。

5。 予算

別紙のとお り提案され承認された。

6.役員の選出

搬 員が次のように決まつた。

会長 :島田淳子 (再)

副会長 :鳥居淳子 (再 )

原ひろ子 (再 )

企画 :浅倉むつ子 (再 )

神長百合子 (新 )

直井道子 (再 )

庶務・会言十:伊藤セツ (再 :事務局担当幹事)

広報 :伊藤セツ :ニューズレター (再 )

加藤万里子 :ホームベージ (再 )

中山栄子 :ニューズレター (新 )

歴 :袖井孝子 (再 )、 馬場房子 (新 )

(学術会議叢書 3集『男女共同参画社会―キーワー ド

はジェンダー』がでました。総会会場で販売しました。

」AICOWS事務局にあります。1800円です。)
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Π。第 18期 日本学 術 会議「ジェンダー問題

の多 角 的検討委 員 会 Jおよびワーキンググ

ループの中でのJAICOWSのメン′ヽ一

1.委員を務めて

第6部家政学県連委員 伊藤セツ

私は、2000年 11月 1日付けで日本学術 会議から

上記の委員を委嘱された。任期は 2003年 7月 21

日まで、つまり日本学術会議の第 18期の期 間であ

る。以来、第 1回 は 2000年 11月 2日 、第 2回 は

2001年 1月 19日 に、第 3回は2月 16日 に、第4

回は 3月 22日 にと、第 5回は 4月 27日 に、

第 6回は 5月 29日 に、 とすでに6回 の会議 が開催

された。

委員長は蓮見音彦氏 (第一部の社会学 )、 幹事は

池内了氏 (第 4部の天文学 )と原ひろ子 氏 (第一

部の文化人類学)で、以下それそれの部 Flか ら 15

名の委 員、計 18名 で構成 されている。女性 は原氏

の他、本自木恵子氏 (第一部の発達心理学 )、 岩井宣

子氏 (第 2部の犯罪学 )、 米澤富美子氏 (第 4部 :

物理学 )力Sお り、オブザーパーに加藤万里子氏 (第

4部の天文学)がいる。今回私は、第 6部農学部

門家政 学研究連絡委員会 から出ている。他 の男性

は、第 2部の法学、第二部の理論経済学 と財政学、

第 5部の機械工学と造船学、第6部の水 産学、第

7部の 医学等さまざまであるが、すべて の領域に

女性研 究者を進出させ、 すべての領域の研 究にジ

ェンケー視点を入れるということで、この委員会
は毎回活発な討論が展開されている。

なお、この委員会|ま、日本学術会議第 17期の「女

性科学者の環境の改善」特別委員会を受 け継 ぐも

ので、 今期の7つの特男1委員会 (他の 6つは「価

値の転 換 と新しいラ イ フスタイル」「 ヒ ユーマ

ン・セキュリティの構築」「情報技術革新 と経済・

社会」「循環型社会」「 生命科学の全体像 と生命倫

理」「 教育体系の再構築」)の一つである。

「 ジ ェンダー問題の多角的検討」特男J委 員会設

置の際 の内容は次のように説明されてい る。

「 ジ ェンダ‐問題は、階層やエスニ シテ イその

他の差努J問題とともに、 21世紀における全地球規

模での課題であるとい つてよい。課題の具体的内

容は、歴史的に見て 19世糸己末以来は、政 治領域か

ら経済領域をへて家庭 内役割分業へと展 開 してき

たが、 いまや発展途上国社会の人口増カロ、先進工

業社会 の少子・高齢化、両者に関わる リプロダク

ティブ・ヘルス/ラ イツ、女性に対する暴 力、等々、

人間生活のあらゆる領域へ と拡大・深化 している。

その際、 ジェンダー・ セ ックス・セクシュアリテ

ィとい う三つの概念の学術的解明は、問題 の根底

を明 らかにする理論的作業 として、いい換 えれば、

遺伝情 報 と文化情報 との相互関連の好事例 として、

すなわ ち生物科学的知 見 と人文・社会科 学 的知見

の、 それぞれの党派化 や絶対化や孤立化 や一人歩

きを克服するための貴重な事例研究 として、極め

て重要な意義を担つている」

また、日本学術会議第 18期活動計画中、「ジェ

ンダー問題の多角的検討」特別委員会の課題とし

て次のように書かれている。

「 地球規模の持続 可能性を創造的に切 り開くた

めの前提として、『 人間観』の修正は、喫緊の課題

であ る。ジェンダー (社 会的文化的性別分類)間
題は、民族・『人種』区分や階層区分な どの問題を

も含 めて人間を分類 する概念そのものの再検討を

促 している。本特委は、ジエンダー問題に焦点を

当て、地球環境と生命誌の視野において、人口、

健康、暴力、政治、法、経済、産業、教育、家族、

人間の尊厳、その他 の観点から、生物 としてのヒ

トと社会的文化的存在 としての人間との交叉に関

し検討する」となつている。

この趣旨に基づいて、第 2回委員会では、岩井

委員が、「フエミニス ト犯罪学一女性の加害。被害

の視点から一」と題 して、神野直彦委員 (第 3部 :

財政学)が「ジェンダーと二つの政府体系」と題

して報告した。また、 ここで、具体的活動のため

のワーキジグ・グルー プ (男女5名 ずつ 10名 )が

発足 し、池内了氏が長になつた。第 3回委員会で

は私が「ジエンダー課題解決のツール としてのジ

ェンダー統計」と題 して報告した。また同じ日の

ワー キング・グルー プでは、2月 中に女性研連委

員全員に (約 140名 )に、研究上使用する姓名に

関 してのアンケー トを実施し、4月 の 日本学術会

議の総会時には会員全員 (210名 )に 同 じ調査を実

施することとなりその原案を作成した。

第 4回委員会では、「従来の性差男1や役割分業

に基づく硬直化した状況を打破し、男女共同参画

社会の確立を進める上で必要な方策について」及

び「従来の学術研究 についてのジェンダー視点か

らの見直しについて」委員全員が自由討議を行な

つた。

また、ワーキング・ グループでは、研究上の姓

名ばかりでなく、学 会開催時の保育室の設置、科

学研 究費交付中に育児休業を取得する場合の諸間

題、育児休業期間中 における専門職の代替教員の

補填 について、学会事務局における学会員の職員

にたいするセクハラについて等を今後問題にして

い くこととなつた。―

日本学術会議の「 ジェンダー特委」が扱う問題

は、 日本のジェシダー課題のごく一部、少数のも

のの問題でしかないかもしれない。 しかし、自分

が置かれた場でのジェンダー課題の解決への努力

が、他のジェンダー課題と関連して、全体的な男

女共同参画社会への大 きなうねりとな つていくこ

とを期待したい。

2.ワ ーキング・ グループの一員 と して

文学研連 カロ藤 万里子

2月 26日 の第 3回 ジエンダー特委か らオブザー
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バー参加 し同時にワーキ ンググループの一 員 とな

つた。特委の委員は各部 か ら出ており、 ジ ェンダ

ーに関連 した専門分野の方 もいる。この日は第 3

回目で、伊藤セツ先生か ら「 ジェンダー課題解決

のツール としてのジェンダー統計」と題す る報告

があつた。 ジェンダー問題 がそこに存在 す ること

が意識 されないうちは、 男女別の統計をとるとい

う発想す らおきず、そのた めに、既存の統 計資料

をジェンダーの視点から解 析 しなおすさい に、信

頼できるデニタがないとい う問題が発生 して いる。

これを日本学術会議の問題 にたとえていうな らば、

女性会員 の比率が少ないので もつと増やそ う、と

いう議論 をする時に、議論 の基礎となる各 学会の

構成員の男女別データがな い、会員に推薦 された

候補者の 男女別データがな い、といつたものであ

る。ジエ ンダー問題がひそんでいそうな事柄 につ

いては、 まず男女別の統 計 をとることが、 問題解

決への第一歩である。         ・

ジェンダー特委終了後、つづけてワーキンググル

ープ(WG)の会合が開かれた。このWOは、学術 会議

第 123回 総会で採択され た「声明」と「 要望」の

内容を具体的に実現してゆ くための調査・提 言を

行うものである。(こ の声明と要望については、『 日本

の学術』2000年 7月 号、または」AICOWSの ホームベージ

をご参照 ください).
WGで は、研究者の別姓問題 と学会会場での保育

室について私から報告 した。我田引水にな るが、

天文学会での女性研究者調査でも、研究上 の姓が

戸籍姓 と違 う場合に、さ まざまな不愉快・ 不利益

なことが発生 しているこ とがわかっている。天文

研連では、 17期からこの問題 を継続して と りあげ

てきた し、天文学会からlま 、天文学研究者 の いる

大学・研 究機関(約 40)に 、別姓使用協力のお願い

の手紙 を出 している。今年 になつて、科研 費 の制

度改定が議論されてきたので、別姓問題につ いて、

天文研連 委員長 (池内了先生 )か らも、学術 会議

の学術体 制常置委員会題部 委員に要望書 を出すな

どをして きた。(注 :男」姓 に限らず、女性研 究者の

かかえる問題について各研 連で努力をされ て いる

ことにつ いてお知らせ下 されば 」AICOWSニ ューズ

レターに載せられます)

私の知 る範囲でこれらの ことを報告し、 外国の

紙誌でも、 日本の女性研究 者が研究上の姓 を保つ

ためには、 とても大きな困難がある、ベーパ ー離

婚にふみ きる人もいる、 な どと報道されて いるこ

とも報告 した。

別姓については、「科学研究費と女性研究者」シ

ンポジウムが 3月 30日 に もたれることとな り、そ

こに文部科学省の担当官 が 出席して話をす ること

になった と原ひろ子先生 か ら報告があつた。次の

日の朝 日新聞にシンポジ ウムの記事が載 り、参議

院の質問でもとりあげられ、それへの回答 と して、

『研究者 の望む名前を研究 者登録に使える方 向で

検討中』 という成果が出た。ようやく解決 にむけ

て動 きたしたか、という思いである。

学 会会場での保育室については、いろいろな学

会で設置されるようになってきており、新聞報道

もされている。最近では、物理学会や化学会のよ

うに大 きな学会でも設置されるようにな つた。私

は 保 育 室設置の た め の情報提供 の ペー ジ

(http://sunrise.hc.kelo.ac.jp/～ mariko/gakka

i/info.htEl)を 作 り、 また学会保育室設置のため

の情報交換ネットワー クも主催しているが、まだ

規模 の小さな学会では、保育室設置のための理解

がえ られなかつたり、学会から補助がな いため、

寄付あつめに苦労する話もきく。また、学会会場

とな る大学の近くに適 当な部屋がみつか らないこ

ともあ る。いろいろな問題があるので、 どのよう

な状況になっているのか、調査が必要だ と思う。

WGでは、さまざまな問題について具体的な進展

をはかるための活動をする目的で発足 した。ご意

見をぜひ委員までお寄せ下さい。

以 上、ジェンダー特 委委員とオブザー バー、ワ

ーキ ンググループ員の、伊藤と加藤が、」AICOWS会

員に、雰囲気等をお伝 え したく報告を書 きました

が、次の点についても御留意ください。

(1)日 本学術会議の会合が 4月 の総会以後、原則

オー プ ンになりえま した。研連もジェンダー特委

も傍 聴 できるので、みな さんどうぞ。会議の日程

は日本学術会議のホー ムベージにあります。

(2)科研費では通称使 用が可能になつたが、宣伝

が足 りないこと、学内の書類はいぜん と して戸籍

名の ところが多いので、研究者登録に準 して変え

てい く運動を各大学です る必要があります。

(3)ジ ェンダー特委と WGと 」AICOWSの 関係 につい

てで すが、前2者は 日本学術会議の正規 の常置会

議で、」AICOWSと は全 く別組織です。ただ し、上記

のよ うに 」AICOWSの役 員、会員が前 2者に所属し

てい る場合があります し、学術会議はア ンケー ト

をす る資金の合理的出所 もないので、JAICOWSが 部

分的 に協力するという側 面を持っています。

(4)ワ ー キンググルー プについては次の参考資料

をご覧 ください。

参考 :「 ジェンダー問題 の多角的検討 」特別委

員会 ワーキング・グリレープについて

(目 的 )

日本学術会議第 132回総会において採択された「声明」

および「 要望」を具体的に実現してゆくための調査・提

言を行 う。

(成 すべき事)

「声明」に関連して

1)学術研究団体登録手続 き様式の改訂:代表者の性別、

会員・役員・会誌編集委員・論文審査委員の総数並び男
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女別数の公表について、推薦管理委員会へ申し入れ。

2)次回の会員推薦時での学協会への会長要請文の依頼、

その対応の調査の実施、結果の公開方法の検討。

3),研連委員の選出方法・選出団体 での女性の割合・女

性委員の比率の調査。

4)そ の他

「要望」に関連 して

1)各大学・研究機関に対して、以下 のような調査・要

望・問い合わせを行 う。

a)受験者・入学者・卒業生・学位取 得者・教員・管理

職などの男女上ヒの公表と年次変化の分析。

b)人事選考における女性研究者の位 置づけ。(ポ ス ト

西己分や選考委員)

c)セ クシュアル・ハラスメント防 止のための措置の

実態。

d)別姓使用希望者への措置。

2)文部科学省に対 して、以下のような要望を出す。

a)男女機会均等 を促進するための研究・教育プロジェ

クトの設定。

b)着 手研究者へ の育児援助が可能 な フェローシップ

制度の新設。

c)科研費申請資格の拡大。

d)別姓使用範囲の拡大。

3)学術会議会員に対 して

a)ジ ェンダー問題 に関する意識調査 。 (現状認識、別姓

使用、特別措置などについて)

4)そ の他

(WGの構成 )

第 1部 原ひろ子、柏木恵子

第 2部 岩井宣子

第 3部 鶴田満彦

第 4部 池内
l 

了、加藤万里子

第 5部 藤野正隆

第 6部 丹羽雅子、伊藤セツ

第 7部 折茂 肇

Ⅲ.研究者の姓 の使用についてのアンケー

ト活動 (2001.3.30シ ンポジウムでの報告より)

加藤万里子

」AICOWSで は、日本学術会議、ジ ェンダー特委と

ワーキンググルー プに協力して、 研 究者の姓の使

用に関するアンケー トを実施しま した。とりくむ

にあたり、これ までの日本学術会議および天文研

連 を中心とする動 きの概略を追加 も含めて記録さ

せていただき、 ア ンケート及びそ の結果について

報告します。

(1)経過

<<1994年 (平成 6年 )>>
5月 26日 :日 本学術会議(第 118回総会)声明 15

-7「女性科学研 究者の環境改善 の緊急牲につい

ての提言 (声明 )」 提言(5)『科 学研究者が旧姓

を継続して使用す ることを保障す る』 と明記

<<2000年 >>

4月 :東京大 学

希望者には、博士論文の申請名 を戸籍名とともに

旧姓を併記 す ることが可能 にな った(そ れ以前 は

戸籍名のみ )。

6月 8日  日本学術会議(第 132回総会)要望

『女性科学 者の環境改善の具体的措置について』

5)文部省 科学研究費補助金 の申請条件を改 善

すること。(大学等の常勤研究者 に限定する現状 の

規定は女性研 究者に不利にな っている。例えば非

常勤教員等 に も申請できるよ う門戸を拡げる措 置

が必要であ る。 )

8)公私 の別なく、研究者が 自ら希望する名称

(日姓、通称 名など)を使用で きるようにするこ と。

(*)研究機 関には、国公立 の研究機関だけで な

く、民間の研 究機関も含む。

(こ れらの要望は、文部省 をは じめ、各省庁、国

立大学協会会 報等に送付 )

6月 21日

日本天文学 会理事長および天文研連委員長か ら、

別姓使用協力お願いの手紙を、約 50の大学・研 究

機関に送付。

9月 12日 付

文部省研 究助成課 河村 潤子課長に、研究者 登

録を本人が希 望する名前にす るよう要望書を日本

学術会議第 17期『女性科学者の環境改善の推進』

特別委員会幹 事原ひろ子、池 内 了より提出。

秋 :第 18期 日本学術会議

特別委員会『 ジェンダー問題 の多角的検討』発足。

9月 ころ :日 本学術会議

第 18期よ り、日本学術会議の研連等の委員の委

嘱を希望者 に は別姓のみで で きるようにな った

(旅費・手当等 は、登録した名前の銀行日座に振 り

込まれる)。

これは、第 17期『女性特委』幹事の原ひろこ・

池内 了よ り日本学術会議あて に委員の任命 を本

人の希望す る姓 名を使う要望書 を出したことを う

けたもの。

く<2001年 >>
1月

第 18期 日本学術会議特別委員会『ジェンダー間

題の多角的検 討』

第18期の要望等を実現するための方策を議論 す

るワーキング グループが発足。

1月 11日

天文研連委 員長ジェンダー問題の多角的検討特

別委員会幹 事  池内了よ り第 4部 学術体制常 置

委員会 柴田徳 思委員あてに、科研費の別姓使用お

よび申請資格拡大の要望書を出す。

2月 19日 朝 日新聞記事

『学会では 旧姓・・・補助金 申請は戸籍名』 と

いうタイ トル で シンポジウム も含めて記事と して

掲載される。 同 日松島みど り参 議院議員事務所 よ

リシンポジウムについて問いあわせあり。

2月 21日 参議院

4
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「共生社会 に関する調査会」で大森礼子参議院

議員の質問に答 えて、結城章夫文科省官房長が「 旧

姓や通称のみ の表示を認め る方 向で、具体的 に

検討を勧めた い」と表明.

2月 22日 読 売新聞記事

『科研費申請 旧姓でも可一 文科省方針 業績評

価の不利避け る』掲載される。

2月

林紀子参議 院議員が担当者 にただしたところ、

「次回の科研 費 申請から原則『 本人の使用したい

名称』で申請 を うけつける方向で検討を始めた。

今後 10万件の コンピユーター処理 を可能にしてい

くこと、各大 学 で戸籍を把握 して もらうことが

前提」と回答 。 (秘書の方より連絡 )

3月  『 ジェンダー問題の多角的検討』ワーキン

ググループ :研究者登録および学位記に使用す る

姓名についての アンケート調査 を実施。(研連委員

の女性メンバー には 3月 、学術 会議会員全員には

4月 実施 )

4月 文部科 学省が研究者登録 の姓名に、通称 を

みとめる。2001年度の科研費があたつた人はその

書類から変更で きる。(文部科学省、学術振興会か

らの科研費の書類に手続き説明あ り)

(2)ア ンケー トの実施

依頼文は次の通 りです。

2001年 2月 26日

第 18期 日本学術会議研究連絡委員のみなさま

第 18期「ジェンダー問題の多角的検討」特別委員会

池内 了 (第 4部会員、ワーキング・グループ委員長 )

原 ひろ子(第 1部会員)

「研究者の別 姓使用について」ア ンケートご協力

のお願い :
日本学術会議 ではこれまで女性科学者問題を継

続してあつか つてきており、第 17期 には「女性科

学者の環境改善 の推進」特別委 員会で、女性科学

者の環境につ いての国際比較調査 をおこない、広

く議論が展開 されました。その結果、第 132回 総

会では、「女性 科学者の環境改善の具体的措置 に

ついて」の「 要望」が決議されま した。

第 18期「 ジ ェンダー問題の多角的検討」特別委

員会では、この「要望」を実現 す るための具体的

な方策を提案す る WGが発足 しま した。皆様のご協

力のもとに、 学術体制上の問題点 を抽出し、改善

をはかるための活動をはじめたいと思います。

その第一歩 と して、研究者の別姓使用問題につ

いて、学術体 制 における問題点 を明らかにしたい

と考えています。上記「要望」の第 8項 目におい

て、「公私の男Jな く、研究者自ら希望する名称 (旧

姓、通称名な ど)を使用できるよ うにすること」

という表現を しておりますが、研究分野により状

況が違うため、皆様のご意見 をいただき、今後 の

議論の礎 とさせていただきます。

研究者の研 究上の姓の問題 は、男女ともにかか

える問題ではあ りますが、特 に女性研究者が多 く

直面する問題 です。日本学術会議では今期 7名
の女性会員が誕生しましたが、 いろいろな分野 の

状況を広 ぐ知 るために、女性 の研連委員のみな さ

まにも、ご協力いただきた く月れ まヽす。

返信部分 を 3月 19日 までに FAXま たは郵送 で

ご返送いただけると幸いです。郵送の場合には、

恐れ入 りますが切手をお貼 りくださるようお願 い

いたします。よろしくご協力をお願いいたします。

返送先 :fax:045-5661102加 藤万里子あて (ジ エ

ンダー特委 WG、 天文研連幹事、Jaicows役員 )

郵送先 :〒 223-8521横 浜市港 Jヒ 区日吉4-1-1慶應

義塾大学天文学教室 加藤万里子あて

アンケー ト対象者は、日本学術会議研連委員の

うち女性委員 (国際会議の委 員 として日本学術 会

議の名簿に含 まれている方若干名を含む)で 、送付

数 143、 回答数は 93で 65%の回答率でした。

アンケー トの内容および得 られ た回答のパーセ ン

トを集計記入 した結果は次の通 りです。

(3)ア ンケー トの内容と結果

***本 *ホ *******ネホ****ネ *率 *********************

研究者の別姓使用に関するアンケート

*************ネ **ネ‡‡***ネ *ネ *ネ****************

(I)日 本学術会議 第(  )部  (  )研 連

氏名(          )
(lI)文部科学省の科学研究費で用いる名前につい

て文部科学省科学研究費に関する書類は、研究者

登録上の名前で しか認められ ません。研究者が研

究上では戸籍姓と違う姓を用いている場合には、

その名前を使 うことはできないことが多いようで

す。この件に関 して、あなたのご意見に 最も近い

ものに○をつけて下さい。

文部科学省の研究者登録の名前は :

・研究者が研究上使用している姓名(1日 姓やハイフ

ンでつなげた姓など)が使用で きることが望まし

い(69.74%)
・研究者の戸籍姓に限るべきである (2.2%)
・個々の研究者の判断に任せるべきである

(31.33%)
・どちらでもよい (1,1%)
・わからない (0%)
。その他 (自 由記入 :10.H%)
・無回答 (1.1%)
合計 114(%は 回答者数でわつたもの、重複して回

答した場合があ ります)

(Ⅲ )学位記について
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研究上使用している姓名が戸籍姓と異なる場合
には、学位記には研究上の姓名は記載されないこ

とが多いようです。この件に関して、あなたの意

見に最 も近いものに○をつけて下さい

学位記の名前は :

・研究上使用している姓名 (1日姓やハイフンでつな

げた姓 も含む)が望ましい (52.56%)
・戸籍姓に限るべきである (6.6%)
・個 々 の研究者の判 断 に任せるべ きで ある

(35.38%)
・どちらでもよい (1.1%)
。わか らない (0%)
・その他 (自 由記入 :7名、8%)
・無回答 (1。 1%)

合計 102(%は回答数を回答者数で割った数字 )

(Ⅳ )姓 名に関する学術体制上の問題を自由に記入
して下さい。

ご協力あ りがとうございました。

Ⅳ。公開シンポジウム「科学研究費と女性
研究者」の実施

テーマ:科学研究費と女性研究者

日時 :2001年 3月 30日 (金 )14:30～ 17:00

場所 :日 本学術会議大会議室(地下鉄乃木坂駅下車

すぐ)(参加自由、入場無料 )

主催 :社会学研連、天文学研連、教育学研連、家

政学研連 、文化人類学・民俗学研連

お よび」AICOWS)

事務担 当 :天文学研連委員、」AICOWS カロ藤万里子

広報担 当幹事

スピーカーと講演タイトル

司会 :浅倉むつ子 東京都立大学法学部教授 (第

17,18期社会法学研連委員)

主催者代表あいさつ 」AICOWS会 長 島田淳子

来賓あいさつ

日本学術会議第 18期「ジェンダー問題の多角

的検討特別委員会」委員長

和洋女子大学人文学部長 蓮見音彦

話題提供

(1)文 部省科学研究費補助金の仕組み

佐久間研二 (文部科学省研究振興局学術研

究助成課企画室長 )

(2)科 学研究費と女性研究者問題

原 ひろ子(第 17,18期会員、第 1部副部長、

文化人類学・民俗学研連委員長、放送大学

教授)

(3)非常勤職員にとつての科研費の問題点

中根美知代 (立教大学等非常勤講師 )

(4)研究者の姓の表記について

加藤万里子(第 17,18期天文学研連委員会

幹事、慶應義塾大学理工学部助教授)

討論 :シ ンポジウムには約 40名 の参力Jが

あ り、活発な討論が展開された。その結果
は次の要望書に結実 した (後掲 )。 要望書に

入 つていないが、討論になったの もとして

は、非常勤講師も申請できる「奨励研究 B」

が周知徹底されていないこと、学振 とのア
ンバ ランス、育児休業中の方が研究が進む
とい う現実の矛盾 !、 文部科学省の中に研
究費の部会を立ち上 げるという「 科学技術
5カ 年計画」の方針 などがあった。

要望書の採択 (有志によるものは下記のとおり)

V.要望書

2001年 3月 30日

日本学術会議 学術体制常置委員会

委員長 増本健 様

科研 費分科会主査 上里一郎 様

複合領域担当とりまとめ役 柴田徳思 様

公開 シンポジウム「科 学研究費と女性研 究者」参

加者有志一同 代表者  JAICOWS会 長  島田淳子

女性研究者の環境改善 のための科学研 究費のあり

方に関する要望書

日本学術会議におかれ ましては、かねてより男

女共 同参画社会におけ る日本の学術のあ り方と女

性研 究者の環境改善について、積極的な ご努力を

重ねておられることに深 く敬意を表 します。私ど

もは、去る3月 30日 に、日本学術会議の社会学研

連、天文学研連、教育学研連、家政学研連、文化

人類学・民俗学研連、 女性科学研究者 の環境改善

に関する懇談会 (」AIcoWS)の 主催の下に、公開シ

ンポジウム「科学研究費 と女性研究者」 (開催場所

日本学術会議大会議室 )を開催し、女性研究者の

視点から科学研究費のあ り方に関して、多角的な

議論をいたしました。その結果、以下の点を要望

致 します。

言己

1 大学の非常勤講師にも科研費申請資格を認め

ていただきたい。

現在、大学の非常勤講師には「奨励研究 (B)」

の申請資格しか認められていない。しか し、そも

そも「奨励研究 (B)」 は、「大学等で行われない

○

○
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ような教育的・ 社会的意義を有 す る研究」が対象

であり、常勤 の教員と同様に「 大 学等で行われ る

研究」を遂行 している非常勤講 師 を対象にするも

のとしてはふ さわ しくないし、 かつ交付額が著 し

く低いという難 点がある。ブF常勤 と常勤という区

別によつて科研 費の申請資格に格 差を設けるので

はなく、同じ研 究者として対等 に審査が受けられ

るようにしてい ただきたい。も しブト常勤講師に科

研費を交付で きない理由があるの なら、それを明

らかにしていた だきたい。私た ちは、非常勤講師

は常勤教員に Lヒ較 して研究・教 育 力量が低いとは

考えていないが、 もし学術会議 お よび文部科学省

がこの点に疑念 をもつておられ るな ら、まずは十

分な実態調査 を していただきたい。非常勤講師の

実態はあまりに も知られていないか らである。

また、女性学 分野においては民 間の研究者が多

く、その人た ち との共同研究がぜひとも必要であ

る。それだけに、民間の研究者 との共同研究が可

能になるように科研費の取扱い に配慮をしていた

だきたい。

2 /AR開天文台、博物館等の研 究 者の科研費申請

資格を改善して いただきたい。

公開天文台 や博物館等に所 属 する研究者は、

文部科学省や教 育委員会所管の研 究機関に所属 す

る研究者と異な つて、科研費の 申請資格が認め ら

れていないと考 えられている。 も つとも、3月 30

日のシンポジ ウム当日の文部科 学 省の説明によれ

ば、所属機関が学術研究を行う機 関 として「指定 」

を受ければそれ 力S可能になるとの ことであるが、

そのこと自体 が ほとんど知られて いない。公開天

文台や博物館 の設置者に対して、所属機関の研究

者が科研費を申請できるように、 学術機関として

「指定」を受 け る手続きを行 うよ うに学術会議 と

しても周知徹底 していただきたい。

3 申請資格 における「若手」 は 、実年齢ではな

く、研究年齢で決定していただ きたい。

科研費の「 奨励研究 (A)」 は、「37歳以下」

の若手が対象で あ り、科研費には、これ以外にも、

「若手」に応 募 資格をかぎるもの がある。しか し

女性研究者の多 くは、男性研 究者に比べて、研 究

開始時期が遅 れたり、さまざ まな理由によつてキ

ャリアを中断 する者が多い。 したがつて、「若手」

という場合 には、実年齢ではな く、研究開始時期

を起点としたアカデミック・ エイジ (研究年齢 )

によつて判断 し、対象者を決定 していただきたい。

4 育児体業 を十分に取得で きるために、科学研

究費の執行 を改善していただ きたい。

現在は、科研費の交付を受け研究を遂行 して

いる者が、 6か月以上所属研 究機関を離れる場合

には、研究の廃止または研究代表者 (ま たは研究

分担者)を 交代 しなければな らないことにな って

いる。したが つて、研究者が育児休業制度を利用

する場合、産 前産後休暇と育児体業期間が 6か 月

を超える場合 には、科研資を返上しなければな ら

ないことにな る。多くの研究者は、科研費を取得

し続けるため に育児体業を短縮 せざるをえない。

研究者が法律 によつて認められている育児体業 を

十分に取得 で きるために、育 児休業に関しては、

「 6か 月以上研究機関を離れ る」という規定 の適

用から除外 していただきたい。あるいは科学研 究

費の対象とな る期間を延長 していただきたい。 も

し早急にこの ような対応が無理な場合でも、 い つ

たん科研費 を返上せざるをえなかつた者が翌年 ま

たは近い将来 ここ再申請した場合 に、かつて交付 さ

れた科研費 を育児休業のため に返上せざるをえな

かつた事情 を、できるだけ再 交付の有利な条イ牛と

して考慮 して いただけるように、周知徹底 して い

ただきたい。

5 科研費の 申請にあたり研 究上使用してい る姓

の使用を可能 としていただきたい。

現在、科研費の申請書に記入する姓名は、文

部科学省の研 究者登録に記載 されている姓名に限

られてお り、 その場合、同省 は、通称を使用 して

いる者に対 しては、「戸籍姓 (通称)」 という形 に

するようによ旨導している。 しか し研究者にとって

研究の上でふ だん使用してい る通称は重要であ り、

これを科研 費の申請にあたつて も使えるように し

ていただきたい。

」AICOW

スイス大使館 見 聞記
加藤 万里子 (慶應大学、天文研連 )

2001年 4月 18日 に、スイス大使館 (東京・広尾)で の

夕食会に招かれ ま した。招待状にはホス トはスイス大使、
名 目は  PrOf.  Dr. Heidi Diggelmalm (President,
Research Counc i l, Swiss National Sc ience Foundation)

と、Dr.Hans Peter Hertig(SNSF Secretary General)と
の会合とありま した。
私が招待され たのは、日本の女 1生 科学者が少なく、

Nature(2001.3月 号)の記事「日本人女性研究者の環境」
に私が出ていたか らとのことでした。大使主催の着席パ
ーティはどんなものだろうと、わ くわ くして出かけま し
た。Residenceは すてきな建物で、 グランドピアノカS′

Jヽ

さく見えるほ ど大きな部屋は、日本ばなれしていました。

西洋骨董の飾 り箪笥や、日本の置物が飾つてあり、庭は

竹や木のある和風です。15年前 にスイス大使館になる前
には、どこかのお屋敷だつたので しよう。
事前に I先生など偉い方が来 ることがわかつたので、

質問するめつたにないチャンスだ と、科学新聞に載 つて
いたI先生のてい談や科学技術基 本計画を読んで準備 し
ておきました。運良くI先生が私 の前に座っていたので、

質問をする機 会を待つていました。まず、「若い研究者の

人口がふえて、就職難だがどう思 うか」については、「 間
題だと思つている」との言葉で した。でもなんとな くす
れ違つているように思います。私立大学に予算が配分 さ
れないことについても聞きましたが、「政府は私立 に 自
由に補助をす ることができないので盛り込んでいない」
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という返事でした。英語なので言葉たらずにな り、どれ
だけ私の意見が伝わつたか 自信がありません。女性研究
者の環境改善については、基本計画には数をふやすこと
が盛 り込んである、という答えてした。数の問題ではな
く、′セクハラ防止などの研究改善の努力にはなぜ触れな
いのかつっこんでみたところ、それは政府が努力するも
のではな く、各大学の問題だから、と片付け られそうに
なつて しまいました。別姓使用推進は政府の問題ですが、
問題だという意識が全 くないようでした。私はつい力が
こもつて しまい、女性研究者のセクハラ被害率はいろん
な調査で 3割から4割 もあ り、そのうちの何割かは重大
なものも多い。逆にいえば、男性教授の 1割は加害者だ
と言つたら、その場がシーンとなってしまい、「 あ、まず
かつたか」と思いました。誰かが、ここに男性は 10人い
るけど…、と言うので、「管理責任もふくめれば、ほとん
どの人が加害者だろう」 と答えて、またシー ンとなつて
L/ま いました。そのあとは多少自粛。
食事はフランス風で、 きれいな銀食器が並んでいまし

た。お料理はとてもおい しかったのですが、魚料理のと
きに、 I先生と議論して しまい、ちょっと食べただけで
魚を下げられてしまいま した。

私が夫と6年間別居 したことを話すと、大使が、昔は
外交官 も夫婦が同じ場所 に勤めることはできなかつたが、
今は認められると教えて くれました。いろんな動きにつ
いては、文部省よりも大学の方が保守的たと I先生のご

意見てした。文部省国際統括官の自川さんも来ていて、
文部省内の保育所の話題 も出ました。

理研(和光市)の伊藤正夫先生によると、理研では外国
人の訪間が増え、理研の中に保育室をつ くつてほしいと
いう要望がたくさんあ る、学齢期の子供 をつれて日本に
来 る希望の人も増え、英語での教育を望んでいるが、学
校 が和光市から速いのが問題。何とかしないと優秀な人
を集めにくくなつている、と話していました。

スイスはジェンダーノヽイアスが強く、女性研究者は若
手は増えているが、教授はとても少ないことなど、日本
と事情が似ているようです。この夕食会はスイスと日本
の科学交流を促進するため、理研や学術会議関係,文部
省の国際交流の役人な ど、研究交流に関係 する人たちを
招 いて雑談する会であ つたのだということが、最後の
Diggletonさ んのあいさつで、ようやく私 にわかりまし
た。日本学術会議第 17期 に第4部長だつた和 田先生もい
らしてました。

しかし、このような場では、みなさんあ らたまつて学
術体制の議論をするつも りはないようで した。でもトッ
プが女性で初来日なので、女性研究者を提れ たヽのかもし
れ ません。その意味では私が少ししゃべ りす ぎてもいい
ですよね。私にとって

`ま

、女性研究者をめ ぐるいろいろ
な話 も間けたし、違 う世界の雰囲気もわか ったし、お料
理 もおいしく、たいへん勉強になりました。 (おわり)

会計報告

2000年度

女性科学研究者の環境改善に関する懇談会会計報告

予 算 決 算

【収入】

盤
費
子
付

繰
会
利
寄

89,878

800,000

500

279,720

436,000

172

184.200

計 890,378 900,092

【支出】
通信費
NL発行発送費

行事費

会議費

事務局費

予備費
その他

繰越金

50,000

160,000

90,000

60,000

520,000

10,378

64,550

84,199

27,740

0

514,500

1,890

113,536

93,677

計 890,378 900,092

2001年度

女性科学研究者の環境改善に関する懇談会予算

科 目 収入 支 出

【収入】
繰越金

会費収入

利子

寄付金 |

93,677

600,000

100

80,000

収入計 773,777

【支出l

通信費

NL発行発送費 (2回 )

行事費

会議費

事務局費(WP)

予備費

50,000

160,000

30,000

30,000

400,000

103,777

支 出計 773,777
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